
四日市港の地震・津波対策の
現状について
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四日市港における耐震強化岸壁の整備状況

四日市港の耐震強化岸壁は、大規模地震発生時における経済活動を支え、また、災害
時における物資の緊急輸送に供するとともに幹線貨物（コンテナ）に必要な国際海上物流
機能を維持するため全３バースが位置付けられている。

現在整備中の四日市地区Ｗ１５を含め、平成２６年度末までに緊急物資対応２バースが
整備される予定。

●耐震強化岸壁一覧

臨港道路霞１号線

富田山城線

富双緑地

国道２３号

国道１号

海蔵川緑地

霞ヶ浦緑地

三滝緑地

鵜の森公園 中央緑地公園

15号岸壁

-10m （整備中）

23号岸壁

-12m （既設）

81号岸壁

-14～15m （計画）
耐震強化岸壁
■：緊急物資輸送
■：ｺﾝﾃﾅ貨物輸送

●耐震強化岸壁配置図

霞大橋 (H17～H18)

北側車線：耐震補強済

千歳橋(H14)・蓬莱橋(H10)・開栄橋(H10)

落橋防止対策済
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四日市港の耐震強化岸壁整備率（％）
緊急物資輸送 ： （１ ＋ １） ／ ２ ＝１００％ ， コンテナ貨物輸送 ： ０ ／ １ ＝ ０％

完了 整備中 計画 計画

港湾名 地区名
水深
(m)

延長
(m)

バース
数

整備状況

霞ヶ浦地区（北ふ頭）
Ｗ８１

14
～15

330
～350

1 計画（コンテナ）

霞ヶ浦地区（南ふ頭）
Ｗ２３

12 240 1 既設（緊急物資）

四日市地区（２号地）
Ｗ１５

10 245 1 整備中（緊急物資）

四日市港



四日市港における耐震強化岸壁の状況

コンテナ貨物輸送

81号岸壁 -14～15m （計画）

※断面はW80を使用

緊急物資輸送

23号岸壁 -12m （既設）

緊急物資輸送

15号岸壁 -10m （整備中）



四日市港における防波堤の耐震性・耐津波性能の評価

●想定される地震に対する耐津波性能

想定される震度・津波高および到達時間
※３連動（東海＋東南海＋南海） M8.7

〔四日市港〕 想定震度 ６弱
津波高 T.P+2.4ｍ （満潮時、最大値）
到達時間 60～90分

※中央防災会議の平成15年公表資料をもとに作成 (中部地整)

●検討イメージ図
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天端高 （計画）
霞防波堤：T.P+4.6
東防波堤：T.P+6.1

T.P+1.9～+2.0

四日市港で想定される地震による津波高

堤体が安全性を保つ限界の津波高

想定する津波が来襲した場合に
防波堤が倒壊する恐れ（注１）

想定する津波が来襲した場合に
防波堤を越流する恐れ（注２）

霞ヶ浦防波堤 小 小 2.7

東防波堤 小 小 1.9

注１） 安定計算において、堤体の滑動、転倒、支持力について静的解析し、全ての項目が安全率を上回った場合に「小」

注２） 防波堤前面の津波高が現況の天端高より低い場合に「小」

注３） 防波堤の位置における想定津波高（安定照査で使用した津波高）に対する比率

限界津波高
（想定津波高比）

（注３）

四日市港

東海＋東南海＋南海地震
港湾名 施設名

T.P+1.11



A
A

F

F

四日市港における防波堤の状況

東防波堤

Ａ工区

Ｆ工区

①構造形式：重力式防波堤（構造形式：ケーソン式）
設置水深-6.0m、計画延長2,950m、既設延長2,450m
砂置換およびサンドドレーンによる地盤改良を実施

②築造年：S36～S54

T.P+6.1

T.P+4.6
霞ヶ浦防波堤

①構造形式：重力式防波堤（構造形式：ケーソン式）
設置水深-5.0m、計画延長3,050m、既設延長1,364m
サンドドレーンによる地盤改良を実施

②築造年：S46～整備中

T.P+4.6



四日市港海岸富双地区
現況天端高：T.P.+4.75m
想定津波高：T.P.+2.18m

四日市港海岸1号地地区
現況天端高：T.P.+3.95～4.75m
想定津波高：T.P.+2.28m

四日市港海岸富州原港地区
現況天端高：T.P.+1.35～6.88m
想定津波高：T.P.+2.18m
※想定津波高より低い護岸(延長0.9km)は
住吉水門の内陸側

豊栄樋門ポンプ場

稲葉水門

四日市港海岸2号地地区
現況天端高：T.P.+3.95～5.75m
想定津波高：T.P.+2.28m

四日市港海岸大脇地区
現況天端高：T.P.+4.75～5.25m
想定津波高：T.P.+2.09m

四日市港海岸石原地区
現況天端高：T.P.+4.75～6.85m
想定津波高：T.P.+2.28m

四日市港海岸磯津地区
現況天端高：T.P.+6.30m
想定津波高：T.P.+2.31m

磯津漁港海岸
現況天端高：T.P.+5.0～5.6m
想定津波高：T.P.+2.44m

四日市港海岸塩浜地区
現況天端高：T.P.+4.75m
想定津波高：T.P.+2.28m

四日市港海岸運河地区
現況天端高：T.P.+1.55～4.75m
想定津波高：T.P.+2.28m
※想定津波高より低い護岸(延長0.4km)は
稲葉水門の内陸側

川越海岸川越南地区
現況天端高：T.P.+3.50～7.00m
想定津波高：T.P.+2.17m

住吉水門

揖斐川

員弁川

朝明川

四日市港海岸午起地区
現況天端高：T.P.+4.75～5.75m
想定津波高：T.P.+2.34m

四日市港海岸富田港地区
現況天端高：T.P.+1.35～6.75m
想定津波高：T.P.+2.18m
※想定津波高より低い護岸(延長0.1km)は
豊栄樋門ポンプ場の内陸側

海蔵川

三滝川

天白川

鈴鹿川

鈴鹿川派川

四日市港における防潮ラインの状況

凡 例

高さを満足していない区間

高さを満足している区間

○四日市港の護岸等の天端高は、T.P.+1.35~7.00m
・水門等の内陸側の護岸を除いて全ての区間で現在の想定津波高T.P.+2.09～2.44mを上回っている

※現況天端高：三河湾・伊勢湾沿岸海岸保全基本計画（三重県ＨＰ）
※想定津波高：東海・東南海・南海地震によるシミュレーション結果（三重県ＨＰ）
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堤防の計画天端高について (S34 伊勢湾等高潮対策協議会)

T.P.+5.0m

T.P.+6.0m

T.P.+6.6m

T.P.+7.0m

T.P.+6.9m

T.P.+7.5m

地区別一覧表



四日市港における津波浸水予測図(1)

①河川・海岸の防潮施設が機能している場合 ②河川・海岸の防潮施設が機能しない場合

※三重県ＨＰより
（満潮時に東海地震＋東南海地震＋南海地震が同時に発生した場合）
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四日市港における津波浸水予測図(2)

①河川・海岸の防潮施設が機能している場合 ②河川・海岸の防潮施設が機能しない場合

※三重県ＨＰより
（満潮時に東海地震＋東南海地震＋南海地震が同時に発生した場合）



四日市港における津波浸水予測図(3)

①河川・海岸の防潮施設が機能している場合 ②河川・海岸の防潮施設が機能しない場合

※三重県ＨＰより
（満潮時に東海地震＋東南海地震＋南海地震が同時に発生した場合）



三重県の津波ハザードマップ公表状況

■ハザードマップインターネット公開市町

■ハザードマップ公表市町村

国土交通省 ハザードマップポータルサイト
※H23.7.31時点

http://disapotal.gsi.go.jp/viewer/index.html?code=4

川越町

四日市市

津 市

松阪市



GPS波浪計による沖合波浪観測体制の構築 資料３－５

青森東岸沖
H20.3設置

宮城北部沖
H20.3設置

岩手南部沖
H19.4設置

岩手中部沖
H20.3設置

三重尾鷲沖
(離岸距離約11km、水深約210m)
H20.2設置

宮城中部沖
H19.3設置

静岡御前崎沖
(離岸距離約21km、水深約120m)
H21.2設置

和歌山南西沖
H19.12設置

高知県西部沖
H19.11設置

岩手北部沖
H21.2設置

福島県沖
H21.3設置

徳島県沖
H22.1設置

・ＧＰＳ波浪計は、港湾整備に必要な沖合の波浪
を精度良く観測する機器。
・ＧＰＳ衛星を用いて、沖に浮かべたブイ（ＧＰＳ波
浪計）の上下変動を計測し波浪や潮位を観測す
るシステム。

国土交通省港湾局では、港湾整備に必要な沖合の波浪を精度良く観測するＧＰＳ波浪計を整備し、沖合波浪観
測を実施します。また、観測情報は気象庁等関係機関に提供することで津波観測情報にも活用されています。

沖合波浪観測体制について

ＧＰＳ波浪計とは

凡例

： 設置済

気象庁へ提供（津波情報に活用）
静岡県御前崎沖：平成22年7月1日～
三重県尾鷲沖 ：平成21年4月1日～

陸上局
（GPS基地局）

GPS波浪計

GPS衛星

観測
情報

補正
情報

波

ＧＰＳ波浪計システムの概要

観測局陸上局
（GPS基地局）

GPS波浪計

GPS衛星

観測
情報

補正
情報

波

ＧＰＳ波浪計システムの概要

観測局

御前崎沖GPS波浪計

潮
位
偏
差

(m
)

0.6

0.4

0.2

0.0

-0.2

-0.4

22：0020：0018：0016：00 24：0014：00 2：00

最大津波高さ0.5m（16:26）

三重尾鷲沖GPS波浪計による観測結果

-0.6

最大津波高さ6.7m（15:12)

岩手南部沖GPS波浪計による観測結果

潮
位
偏
差

(m
)

・岩手南部沖においては15：12に最大津波高さ（6.7m）を記録。
(この高さの波は、沿岸（水深15m）では13m程度に増加する｡)

・三重尾鷲沖においては最大津波高さ（0.5m）を記録。沿岸
では1.7mを記録。

ネットワーク

観測センター

収集・
分析

提供

※GPS波浪計による計測結果は、
国土交通省（全国港湾海洋波浪情報網）HPにてリアルタイムで提供
（http://www.mlit.go.jp/kowan/nowphas/）

青森西岸南部沖
H22.7設置秋田県沖

H22.7設置
山形県沖
H22.7設置



GPS波浪計と管内港湾の津波到達時刻の比較

17:43

0.7m

名古屋港

0.4m

17:20

四日市港

17:18

0.5m

衣浦港

17:17

0.4m

三河港

16:17

1.0m

尾鷲港

16:07

0.5m

GPS波浪計

14:56

0.178m

御前崎港

14:45

0.120m

GPS波浪計

14:56

0.185m

清水港

14:40

0.129m

下田港

尾鷲沖 御前崎沖

平成23年東北地方太平洋沖地震津波

平成22年チリ地震津波

凡例

上段：第1波津波到達時刻

下段：第1波津波高

東北地方太平洋沖地震津波到達時刻：気象庁発表の津波観測に関する情報（平成23年3月13日18時05分）
(データ出所）チリ地震津波到達時刻：GPS波浪計ネットワークを用いた平成22年(2010年）チリ地震津波の日本沿岸における変形特性の解析（港空研報告49巻,2010.12）

※チリ地震津波の値は観測記録の解析により求めた詳細値であるが、御前崎港以西の港湾については、観測された津波が微弱であることから解析ができな
いため参考として東北地方太平洋沖地震津波の観測記録を掲載。

注）ここに示しているものは実績の一例であり、
震源の位置及び地震の規模等により異なること
に注意が必要である。


